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　広域圏組合の予算は、一般会計と２つの特別会計か

らなりたっています。

特別会計予算の内訳

◆第６期介護保険事業計画を策定しました◆

■本荘由利圏域の人口・世帯数・面積■

▼介護保険特別会計　126億3,510万8千円　

介護保険特別会計

・歳入

・歳出

保険料
24億6,845万6千円
　　　（19.5％）

総務費
1億106万6千円
（0.8％）

分担金及び負担金
16億5,380万円
　　　（13.1％）

県支出金
17億9,941万3千円
　　　（14.3％）

その他
3,867万6千円
　　（0.3％）

国庫支出金
32億3,852万3千円

（25.6％）

支払基金交付金
34億3,624万円

（27.2％）

【前年比 1億4,422万4千円、1.2％の増】

▼特別養護老人ホーム特別会計　4億7,017万5千円

・歳入

・歳出

【前年比 583万8千円、1.2％の減】

平成27年5月末現在

市　　　名 人　　口 世 帯 数 面　　積

由利本荘市

に か ほ 市

合　　計

人

人

人

世帯

世帯

世帯

㎞

㎞

㎞

1,209

240

1,449

30,489

9,449

39,938

81,228

26,199

107,427

　平成２７年度から２９年度までを計画期間とする本計画

は、介護保険サービスの利用の見込み、サービス提供

の確保の方策など介護保険事業を運営していく上で必

要となる事項を定めたものです。計画書は組合ホーム

ページからダウンロードできるほか、介護保険担当窓

口でも閲覧できます。

（計画の概要は次頁をご覧ください）

　平成２８年４月から特別養護老人

ホーム広洋苑の指定管理者として

管理運営を行う法人を募集しています。募集要項等の

詳細については、組合ホームページをご覧ください。

特別養護老人ホーム等の管理に関する経営の

実績があり、由利本荘市またはにかほ市内に主

たる事務所及び事業所を有する社会福祉法人

平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日

６５歳以上の方へ
介護保険料通知書を７月

にお送りします。保険料

は本人や世帯の所得状況

によって決まりますの

で、ご確認ください。

特別養護老人ホーム広洋苑の
指定管理者を募集しています

応募資格

指定期間

（桑ノ木台湿原）

平成２７年度当初予算平成２７年度当初予算

　平成２７年度の一般会計当初予算は、１０億８,３００万円

で、歳入は、組合を構成している２市からの事業別

の分担金及び負担金９億９,８０６万２千円が主な収入と

なっています。

　歳出では、組合全般の管理事務などを行うための

総務費９,８０１万６千円、また、養護老人ホーム寿荘の

管理運営などに充てられる民生費２億３,３４０万３千

円、し尿処理などに充てられる衛生費４億８,６４９万４

千円、地方債の償還に係る公債費２億６,３２１万４千円

が主なものとなっています。

一一 般般 会会 計計

　介護保険給付費などを支払う特別会計です。歳入の

うち保険料は第１号被保険者（６５歳以上）の保険料で、

支払基金交付金は第２号被保険者（４０歳以上６５歳未

満）の保険料分であり、介護保険を運営するための大切

な財源となっています。なお、保険料は地域の介護

サービスに係る費用の総額に基づき算定されます。

　平成２７年度当初予算は、平成２６年度の給付実績や、

平成２７年度の制度改正などを踏まえ、計上しています。

特特 別別 会会 計計

一般会計予算の内訳

保険給付費　122億3,107万7千円（96.8％）

地域支援事業費　1億7,452万8千円（1.4％）

基金積立金　1億2,468万2千円（1.0％）

その他　375万5千円（0.0％）

その他　99万6千円（0.2％）

公債費　6,116万3千円（13.0％）

サービス事業費　5,774万7千円（12.3％）

基金積立金　1,193万1千円（2.5％）

その他　100万円（0.2％）

サービス収入　4億6,917万9千円（99.8％）

総務費　3億3,833万4千円（72.0％）

特別養護老人ホーム特別会計

　特別養護老人ホーム広洋苑の会計は、独立採算によ

る特別会計です。

　歳入は、ほとんどがサービス提供による介護報酬

で、歳出は、利用者の食事代や施設の維持費、介護職

員の人件費などとなっています。

歳入
10億8,300万円

分担金及び負担金
9億9,806万2千円（92.2％）

使用料及び手数料
4,800万5千円
　　　（4.4％）

国県支出金
1,578万4千円（1.5％）

繰越金
2,003万2千円（1.8％）

その他
111万7千円（0.1％）

性質（経費）
別に見ると…

歳出
10億8,300万円

民生費
2億3,340万3千円
　　　（21.6％）

総務費
9,801万6千円
　　　（9.0％）

衛生費
4億8,649万4千円（44.9％）

人件費
19.9％

公債費
24.3％

物件費
28.5％

維持補修費
11.4％

補助費等
2.5％ 繰出金 1.9％

その他 0.1％

扶助費 11.4％

公債費
2億6,321万4千円
　　　（24.3％）

議会費・その他 187万3千円（0.2％）

広域市町村圏組合
タイプライタ
2

広域市町村圏組合
タイプライタ
2

広域市町村圏組合
タイプライタ
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区　分 平成２４年

1,131人

5,643人

6,774人

1,143人

5,893人

7,036人

1,090人

5,897人

6,987人

1,081人

6,136人

7,217人

1,072人

6,360人

7,432人

1,079人

6,615人

7,694人

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

←第６期計画期間→

平成２９年

要支援

要介護

計

33,141

112,134

29.5％

200,000

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（人）

40.0％

35.0％

30.0％

25.0％

20.0％

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

38,984

40,009

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

33,659

110,490

38,170

38,661

34,446

37,097

37,218

35,105

36,058

35,829

35,452

35,278

34,453

35,825

108,761 106,992 105,183 103,332

34,405

33,102

30.5％
31.7％

32.8％ 33.7％
34.7％

実績値 推計値

0-39歳人口 40-64歳人口 65歳以上人口割合65歳以上人口

３２

■計画の策定にあたって

　計画の策定には高齢者（６５歳以上の方）の

現状把握が不可欠であることから、昨年６月に

行った日常生活圏域ニーズ調査等により、日常

生活圏域ごとにおける被保険者の心身の状況、

その置かれている環境等の把握に努めました。

　また、「介護保険事業計画策定委員会」を

設置、さまざまな見地から意見を広く聴取し、

さらには計画策定内容等のパブリックコメント

の実施により、圏民に広く意見を募集するとと

もに周知を図りました。

■介護サービス基盤の整備

～保険料は所得に応じて決まります～

●保険料の納め方は２種類に分かれます●保険料の納め方は２種類に分かれます

○あなたの介護保険料は？

生活保護を受けている

はい

はい

はい

はい いいえ

はい いいえ

いいえ はい

いいえ はい

いいえ はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ はい

６５歳以上の方の介護保険料は、介護保険事業計画で算出された基準額をもとに、所得段階別の保険料が決められます。

サービス利用の現状と今後の見込みを踏まえ、圏域のサービス供給体制、サービス拠点の整備を計画しました。

　老齢(退職)年金・遺族年金・障害年金の受給額が

年額１８万円（月額１５,０００円）以上の方

年金の定期支払い（年６回）の際、年金から保険

料があらかじめ差し引かれます。

特別徴収

年額１８万円（月額１５,０００円）未満の方

お送りする納付書や口座振替で、期日までに金融

機関を通じて保険料を納めます。

普通徴収

●年度途中で６５歳になる方は●年度途中で６５歳になる方は
　６５歳になる月分（誕生日が１日の方はその前月分）から介護保険料をご負担いただきます。特別徴収に切り替

わるまでは、一時的に納付書で納めます。

●４０歳以上６５歳未満の方（第２号被保険者）の保険料●４０歳以上６５歳未満の方（第２号被保険者）の保険料
　４０歳以上６５歳未満の方の保険料は、加入している医療保険の算定方法により決定され、

医療保険料とまとめて納めます。

●保険料の納付が困難なときは●保険料の納付が困難なときは
　災害や失業など、やむを得ない理由で保険料を納めることが難しくなったときは、保険料の減免や納付猶予が受

けられることがあります。困ったときは、お早めに担当窓口までご相談ください

■介護保険料が変わります

■問い合わせ先

　圏域の介護サービスにかかる費用負担に応じて、６５歳以上の方（第１号被保険者）の保険料が決まります。

　要介護認定者等の増加により、介護サービスに係る費用の増加が見

込まれることから、保険料を改定しました。第６期計画においては低

所得者の軽減を図り、保険料段階を９段階に設定し、各段階の負担割

合を調整した結果、保険料基準月額はこれまでの５,１６０円から１,１２０円増

の６,２８０円となりました。

　介護保険制度は「みんなで支え合う制度」ですので、ご理解とご協

力をよろしくお願いします。

　独居高齢者、高齢者のみの世帯が増加していることから、特定施設９９床、介護老人福祉施設（特養）１０８

床、認知症対応型共同生活介護６３床（７ユニット）の新たなサービス拠点の整備を計画しています。

■介護サービス利用者の見込み

　制度創設以来、老後の安心を支える仕組み

として実施されてきた介護保険制度ですが、

利用者の増加に伴い、費用も急速に増大して

きました。さらに、平成２７年にはいわゆる団

塊の世代が高齢者となるなど高齢化の一層の

進展が見込まれます。平成２６年９月末現在、

由利本荘市とにかほ市を合わせた圏域の高齢

化率は３１.７％を示し、平成２９年には３４.７％に

達する見込みとなっています。

　また、要支援・要介護認定者数は年々増加傾向にあり、平成２９年には平成２６年よりも７０７人増え、７,６９４人に達

する見込みです。このうち８割を超える６,３１１人が介護サービスを利用すると見込んでいます。

●人口と高齢化率の推計

●要支援・要介護別認定者数の推移

※平成２６年までは実績値 各年９月末現在

本荘由利広域市町村圏組合の基準額は、

年額７５,３６０円、月額６,２８０円です。

施設・居住系サービス

　居住系サービス以外では、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、

認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護のサービ

ス提供拠点の整備を計画しています。

地域密着型サービス

基準額
（月額）

園域の介護サービス総費用のうち

第１号被保険者負担分

第１号被保険者数
÷１２ヶ月

＝６,２８０円
本荘由利広域市町村圏組合  介護保険課　TEL.0184-24-3347
ホームページアドレス http://www.chokai.ne.jp/honyuko/

（要介護認定の申請受付や、各種申請の受付は由利本荘市、にかほ市の各介護保険担当窓口まで）

本荘由利広域市町村圏組合 検索

住民税を納めている（本人が住民税課税）住民税を納めている（本人が住民税課税）

※保険料は前年の所得
をもとに算定されます
ので、正しい所得の申
告をしましょう。

※保険料は前年の所得
をもとに算定されます
ので、正しい所得の申
告をしましょう。

※保険料の軽減強化は、現在の政令案に基づくものであり、今後変更があり得るものです。※保険料の軽減強化は、現在の政令案に基づくものであり、今後変更があり得るものです。

同じ世帯に住民税を納めている人がいる同じ世帯に住民税を納めている人がいる

老齢福祉年金を受けている老齢福祉年金を受けている

本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万円以下
本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万円以下

本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万
円を超え１２０万円以下

第１段階第１段階
27・28年度
基準額×0.45

年額

33,910円

27・28年度
基準額×0.45

年額

33,910円

第２段階第２段階
27・28年度27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

第３段階第３段階
27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

29年度　　 
基準額×0.30

年額

22,610円

29年度　　 
基準額×0.30

年額

22,610円

29年度　　 29年度　　 
基準額×0.50

年額

37,680円

29年度　　 
基準額×0.70

年額

52,750円

29年度　　 
基準額×0.70

年額

52,750円

第４段階第４段階

第５段階第５段階 基準額基準額

基準額×0.90
年額

67,830円

基準額×0.90
年額

67,830円

第６段階第６段階
基準額×1.20

年額

90,440円

基準額×1.20
年額

90,440円

第７段階第７段階
基準額×1.30

年額

97,970円

基準額×1.30
年額

97,970円

第８段階第８段階
基準額×1.50

年額

113,050円

基準額×1.50
年額

113,050円

第９段階第９段階
基準額×1.70

年額

128,120円

基準額×1.70
年額

128,120円

本人の前年の合計所得金
額＋公的年金等収入額が
８０万円以下

本人の前年の合計所得金
額＋公的年金等収入額が
８０万円以下

前年の合計所得金額が
１２０万円以上
前年の合計所得金額が
１２０万円以上

前年の合計所得金額が
１９０万円以上
前年の合計所得金額が
１９０万円以上

前年の合計所得金額が
２９０万円以上
前年の合計所得金額が
２９０万円以上

年額 75,360円

※保険料の軽減強化※保険料の軽減強化



区　分 平成２４年

1,131人

5,643人

6,774人

1,143人

5,893人

7,036人

1,090人

5,897人

6,987人

1,081人

6,136人

7,217人

1,072人

6,360人

7,432人

1,079人

6,615人

7,694人

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

←第６期計画期間→

平成２９年

要支援

要介護

計

33,141

112,134

29.5％

200,000

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（人）

40.0％

35.0％

30.0％

25.0％

20.0％

15.0％

10.0％

5.0％

0.0％

38,984

40,009

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

33,659

110,490

38,170

38,661

34,446

37,097

37,218

35,105

36,058

35,829

35,452

35,278

34,453

35,825

108,761 106,992 105,183 103,332

34,405

33,102

30.5％
31.7％

32.8％ 33.7％
34.7％

実績値 推計値

0-39歳人口 40-64歳人口 65歳以上人口割合65歳以上人口

３２

■計画の策定にあたって

　計画の策定には高齢者（６５歳以上の方）の

現状把握が不可欠であることから、昨年６月に

行った日常生活圏域ニーズ調査等により、日常

生活圏域ごとにおける被保険者の心身の状況、

その置かれている環境等の把握に努めました。

　また、「介護保険事業計画策定委員会」を

設置、さまざまな見地から意見を広く聴取し、

さらには計画策定内容等のパブリックコメント

の実施により、圏民に広く意見を募集するとと

もに周知を図りました。

■介護サービス基盤の整備

～保険料は所得に応じて決まります～

●保険料の納め方は２種類に分かれます●保険料の納め方は２種類に分かれます

○あなたの介護保険料は？

生活保護を受けている

はい

はい

はい

はい いいえ

はい いいえ

いいえ はい

いいえ はい

いいえ はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ はい

６５歳以上の方の介護保険料は、介護保険事業計画で算出された基準額をもとに、所得段階別の保険料が決められます。

サービス利用の現状と今後の見込みを踏まえ、圏域のサービス供給体制、サービス拠点の整備を計画しました。

　老齢(退職)年金・遺族年金・障害年金の受給額が

年額１８万円（月額１５,０００円）以上の方

年金の定期支払い（年６回）の際、年金から保険

料があらかじめ差し引かれます。

特別徴収

年額１８万円（月額１５,０００円）未満の方

お送りする納付書や口座振替で、期日までに金融

機関を通じて保険料を納めます。

普通徴収

●年度途中で６５歳になる方は●年度途中で６５歳になる方は
　６５歳になる月分（誕生日が１日の方はその前月分）から介護保険料をご負担いただきます。特別徴収に切り替

わるまでは、一時的に納付書で納めます。

●４０歳以上６５歳未満の方（第２号被保険者）の保険料●４０歳以上６５歳未満の方（第２号被保険者）の保険料
　４０歳以上６５歳未満の方の保険料は、加入している医療保険の算定方法により決定され、

医療保険料とまとめて納めます。

●保険料の納付が困難なときは●保険料の納付が困難なときは
　災害や失業など、やむを得ない理由で保険料を納めることが難しくなったときは、保険料の減免や納付猶予が受

けられることがあります。困ったときは、お早めに担当窓口までご相談ください

■介護保険料が変わります

■問い合わせ先

　圏域の介護サービスにかかる費用負担に応じて、６５歳以上の方（第１号被保険者）の保険料が決まります。

　要介護認定者等の増加により、介護サービスに係る費用の増加が見

込まれることから、保険料を改定しました。第６期計画においては低

所得者の軽減を図り、保険料段階を９段階に設定し、各段階の負担割

合を調整した結果、保険料基準月額はこれまでの５,１６０円から１,１２０円増

の６,２８０円となりました。

　介護保険制度は「みんなで支え合う制度」ですので、ご理解とご協

力をよろしくお願いします。

　独居高齢者、高齢者のみの世帯が増加していることから、特定施設９９床、介護老人福祉施設（特養）１０８

床、認知症対応型共同生活介護６３床（７ユニット）の新たなサービス拠点の整備を計画しています。

■介護サービス利用者の見込み

　制度創設以来、老後の安心を支える仕組み

として実施されてきた介護保険制度ですが、

利用者の増加に伴い、費用も急速に増大して

きました。さらに、平成２７年にはいわゆる団

塊の世代が高齢者となるなど高齢化の一層の

進展が見込まれます。平成２６年９月末現在、

由利本荘市とにかほ市を合わせた圏域の高齢

化率は３１.７％を示し、平成２９年には３４.７％に

達する見込みとなっています。

　また、要支援・要介護認定者数は年々増加傾向にあり、平成２９年には平成２６年よりも７０７人増え、７,６９４人に達

する見込みです。このうち８割を超える６,３１１人が介護サービスを利用すると見込んでいます。

●人口と高齢化率の推計

●要支援・要介護別認定者数の推移

※平成２６年までは実績値 各年９月末現在

本荘由利広域市町村圏組合の基準額は、

年額７５,３６０円、月額６,２８０円です。

施設・居住系サービス

　居住系サービス以外では、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、

認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護のサービ

ス提供拠点の整備を計画しています。

地域密着型サービス

基準額
（月額）

園域の介護サービス総費用のうち

第１号被保険者負担分

第１号被保険者数
÷１２ヶ月

＝６,２８０円
本荘由利広域市町村圏組合  介護保険課　TEL.0184-24-3347
ホームページアドレス http://www.chokai.ne.jp/honyuko/

（要介護認定の申請受付や、各種申請の受付は由利本荘市、にかほ市の各介護保険担当窓口まで）

本荘由利広域市町村圏組合 検索

住民税を納めている（本人が住民税課税）住民税を納めている（本人が住民税課税）

※保険料は前年の所得
をもとに算定されます
ので、正しい所得の申
告をしましょう。

※保険料は前年の所得
をもとに算定されます
ので、正しい所得の申
告をしましょう。

※保険料の軽減強化は、現在の政令案に基づくものであり、今後変更があり得るものです。※保険料の軽減強化は、現在の政令案に基づくものであり、今後変更があり得るものです。

同じ世帯に住民税を納めている人がいる同じ世帯に住民税を納めている人がいる

老齢福祉年金を受けている老齢福祉年金を受けている

本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万円以下
本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万円以下

本人の前年の合計所得金額
＋公的年金等収入額が８０万
円を超え１２０万円以下

第１段階第１段階
27・28年度
基準額×0.45

年額

33,910円

27・28年度
基準額×0.45

年額

33,910円

第２段階第２段階
27・28年度27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

第３段階第３段階
27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

27・28年度
基準額×0.75

年額

56,520円

29年度　　 
基準額×0.30

年額

22,610円

29年度　　 
基準額×0.30

年額

22,610円

29年度　　 29年度　　 
基準額×0.50

年額

37,680円

29年度　　 
基準額×0.70

年額

52,750円

29年度　　 
基準額×0.70

年額

52,750円

第４段階第４段階

第５段階第５段階 基準額基準額

基準額×0.90
年額

67,830円

基準額×0.90
年額

67,830円

第６段階第６段階
基準額×1.20

年額

90,440円

基準額×1.20
年額

90,440円

第７段階第７段階
基準額×1.30

年額

97,970円

基準額×1.30
年額

97,970円

第８段階第８段階
基準額×1.50

年額

113,050円

基準額×1.50
年額

113,050円

第９段階第９段階
基準額×1.70

年額

128,120円

基準額×1.70
年額

128,120円

本人の前年の合計所得金
額＋公的年金等収入額が
８０万円以下

本人の前年の合計所得金
額＋公的年金等収入額が
８０万円以下

前年の合計所得金額が
１２０万円以上
前年の合計所得金額が
１２０万円以上

前年の合計所得金額が
１９０万円以上
前年の合計所得金額が
１９０万円以上

前年の合計所得金額が
２９０万円以上
前年の合計所得金額が
２９０万円以上

年額 75,360円

※保険料の軽減強化※保険料の軽減強化
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　広域圏組合の予算は、一般会計と２つの特別会計か

らなりたっています。

特別会計予算の内訳

◆第６期介護保険事業計画を策定しました◆

■本荘由利圏域の人口・世帯数・面積■

▼介護保険特別会計　126億3,510万8千円　

介護保険特別会計

・歳入

・歳出

保険料
24億6,845万6千円
　　　（19.5％）

総務費
1億106万6千円
（0.8％）

分担金及び負担金
16億5,380万円
　　　（13.1％）

県支出金
17億9,941万3千円
　　　（14.3％）

その他
3,867万6千円
　　（0.3％）

国庫支出金
32億3,852万3千円

（25.6％）

支払基金交付金
34億3,624万円

（27.2％）

【前年比 1億4,422万4千円、1.2％の増】

▼特別養護老人ホーム特別会計　4億7,017万5千円

・歳入

・歳出

【前年比 583万8千円、1.2％の減】

平成27年5月末現在

市　　　名 人　　口 世 帯 数 面　　積

由利本荘市

に か ほ 市

合　　計

人

人

人

世帯

世帯

世帯

㎞

㎞

㎞

1,209

240

1,449

30,489

9,449

39,938

81,228

26,199

107,427

　平成２７年度から２９年度までを計画期間とする本計画

は、介護保険サービスの利用の見込み、サービス提供

の確保の方策など介護保険事業を運営していく上で必

要となる事項を定めたものです。計画書は組合ホーム

ページからダウンロードできるほか、介護保険担当窓

口でも閲覧できます。

（計画の概要は次頁をご覧ください）

　平成２８年４月から特別養護老人

ホーム広洋苑の指定管理者として

管理運営を行う法人を募集しています。募集要項等の

詳細については、組合ホームページをご覧ください。

特別養護老人ホーム等の管理に関する経営の

実績があり、由利本荘市またはにかほ市内に主

たる事務所及び事業所を有する社会福祉法人

平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日

６５歳以上の方へ
介護保険料通知書を７月

にお送りします。保険料

は本人や世帯の所得状況

によって決まりますの

で、ご確認ください。

特別養護老人ホーム広洋苑の
指定管理者を募集しています

応募資格

指定期間

（桑ノ木台湿原）

平成２７年度当初予算平成２７年度当初予算

　平成２７年度の一般会計当初予算は、１０億８,３００万円

で、歳入は、組合を構成している２市からの事業別

の分担金及び負担金９億９,８０６万２千円が主な収入と

なっています。

　歳出では、組合全般の管理事務などを行うための

総務費９,８０１万６千円、また、養護老人ホーム寿荘の

管理運営などに充てられる民生費２億３,３４０万３千

円、し尿処理などに充てられる衛生費４億８,６４９万４

千円、地方債の償還に係る公債費２億６,３２１万４千円

が主なものとなっています。

一一 般般 会会 計計

　介護保険給付費などを支払う特別会計です。歳入の

うち保険料は第１号被保険者（６５歳以上）の保険料で、

支払基金交付金は第２号被保険者（４０歳以上６５歳未

満）の保険料分であり、介護保険を運営するための大切

な財源となっています。なお、保険料は地域の介護

サービスに係る費用の総額に基づき算定されます。

　平成２７年度当初予算は、平成２６年度の給付実績や、

平成２７年度の制度改正などを踏まえ、計上しています。

特特 別別 会会 計計

一般会計予算の内訳

保険給付費　122億3,107万7千円（96.8％）

地域支援事業費　1億7,452万8千円（1.4％）

基金積立金　1億2,468万2千円（1.0％）

その他　375万5千円（0.0％）

その他　99万6千円（0.2％）

公債費　6,116万3千円（13.0％）

サービス事業費　5,774万7千円（12.3％）

基金積立金　1,193万1千円（2.5％）

その他　100万円（0.2％）

サービス収入　4億6,917万9千円（99.8％）

総務費　3億3,833万4千円（72.0％）

特別養護老人ホーム特別会計

　特別養護老人ホーム広洋苑の会計は、独立採算によ

る特別会計です。

　歳入は、ほとんどがサービス提供による介護報酬

で、歳出は、利用者の食事代や施設の維持費、介護職

員の人件費などとなっています。

歳入
10億8,300万円

分担金及び負担金
9億9,806万2千円（92.2％）

使用料及び手数料
4,800万5千円
　　　（4.4％）

国県支出金
1,578万4千円（1.5％）

繰越金
2,003万2千円（1.8％）

その他
111万7千円（0.1％）

性質（経費）
別に見ると…

歳出
10億8,300万円

民生費
2億3,340万3千円
　　　（21.6％）

総務費
9,801万6千円
　　　（9.0％）

衛生費
4億8,649万4千円（44.9％）

人件費
19.9％

公債費
24.3％

物件費
28.5％

維持補修費
11.4％

補助費等
2.5％ 繰出金 1.9％

その他 0.1％

扶助費 11.4％

公債費
2億6,321万4千円
　　　（24.3％）

議会費・その他 187万3千円（0.2％）


